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研究成果の概要（和文）：ナノ構造化シリコン薄膜の最適な熱伝導率を探索する手法を開発した．この方法で
は，フォノンレイトレーシング法と焼きなまし法を組み合わせて最適化を行う．具体的には，構造を徐々に変化
させ，レイトレーシング法で求めた平均自由行程(熱伝導率の決定因子)がより最適に近い場合と，局所最適解を
回避するため不利な構造の場合も確率に応じて採用する．
開発した手法の妥当性は，力任せ探索によって得られた最適構造の結果と一致したことから，確認できた．ま
た，焼きなまし法におけるパラメータが予測される最適構造に与える影響を検証することで，より効率的な最適
化が実現できることが分かった．

研究成果の概要（英文）：An optimization method for thermal conductivity of nanostructured silicon 
thin films is developed. The optimization is realized by combining the phonon ray tracing and 
simulated annealing method. More specifically, the nanostructured thin films consisted of square 
lattices is gradually varied in each step. Phonon mean free path of each structure, which is the 
dominant factor for thermal conductivity, is evaluated by the ray tracing simulations. The new 
structure is accepted when its mean free path is closer to the optimum; if not, it is also accepted 
according to probability to avoid local optimum solution. The validity of the developed method is 
confirmed by comparing the results with those obtained by a brutal search. The influence of the 
parameters of the simulated annealing method on the predicted optimal structure is also verified, 
indicating that the parameter tuning leads to more efficient optimization.

研究分野： 熱工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
シリコンは資源としての豊富さや無毒性などの長所を持つことから，様々なデバイスに利用されている．一方
で，熱電変換材料としてはその高い熱伝導率に起因した低い変換効率が課題となっている．そうした中で，本研
究では熱伝導率を下げる最適ナノ構造の探索方法を開発したため，デバイスの進歩に直接的に貢献することを期
待する．同時に，熱電変換材料だけにとどまらず，開発した手法は様々な場面に際して応用可能であると考え
る．また，「ナノ構造中の熱輸送にとって決定的に重要な要素は何か」といった学術の基礎的理解を追求する研
究を応用の観点から刺激する作用も期待できる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
主に熱電変換材料を想定したマイクロ・ナノスケールの熱伝導の解析が実験，シミュレーショ

ンの両面で，近年に活発に行われている．これは熱電変換材料の効率の改善のためには，電気的
特性を高めかつ熱伝導率を抑制する，という両立が困難な要請を満足する必要があり，それに対
してナノ多結晶 1，ナノポーラス 2，超格子 3などといったナノ構造化が有用なためである．これ
はナノ構造化によって大量に生まれる界面によって熱伝導のキャリアであるフォノン(格子振
動)の散乱を促進させることで熱伝導率が下がるためである．  
こうしたデバイスの性能向上のための設計にはナノスケールにおける熱伝導現象の理解が重

要である．そのため，フォノン輸送の解析技術の発展に関する研究がこれまで数多く行われてお
り，複雑なナノ構造中における熱伝導現象の予測は可能になってきている 4．例えばこれまで，
Silicon on Insulator 基板から多様なナノ構造化薄膜が生成されており 5-7，またそれらを対象とし
た熱伝導解析が行われている 7-9．一方で現状では「性能が最大化するナノ構造はどういったも
のなのか」，「性能の限界はどれくらいなのか」などといった現実の材料にとって決定的に重要と
なる設計指針を示すまでには至っていない．  
 
２．研究の目的 
熱電変換材料や新奇の熱伝導材料にとって最適なナノ構造を同定する枠組みを構築すること

を目的とした．具体的には，ナノ構造化シリコン薄膜を対象に，特に熱電変換材料としての最適
化に重点を置き，フォノン輸送シミュレーション技術を利用した最適化方法を確立した． 
 
３．研究の方法 
計算対象は，図(a)に示すような nx×ny 個の正方格子からなる 2 次元構造とし，その辺の長さ

と厚みはすべて一定(=Lu)とした．各格子はそれぞれ固体または空隙の状態を持ち，これによりナ
ノ構造を表現した．こうした構造が高温と低温の両方の熱浴に接続された状態を想定して熱伝
導解析を行った．具体的には，ナノ構造における熱伝導率を支配する構造由来の平均自由行程
Λbdyを，レイトレーシング法 10,11によって求めた．この手法では，半導体における熱伝導の主要
因であるフォノンの輸送を解析し，ナノ構造における透過確率を求めることで，Λbdyを評価でき
る． 
このような格子からなるナノ構造に対して，焼きなまし法を利用した構造最適化方法を開発

した．この方法では，構造を徐々に変化させ，その度に最適化対象である Λbdyをレイトレーシン
グ法によって求める．Λbdyが減少した場合や，また局所最適解に陥らないように，Λbdyが増加し
た場合でも確率に依存して新構造を採用する．以上の操作を構造が収束するまで繰り返すこと
によって，最終的に最適構造が得られる． 
 
４．研究成果 
上述のように開発した焼きなまし法を用いて，まず nx=ny=5 の 25 個の正方格子からなるナノ

構造化薄膜の最適化を行った．この際，5 つの独立したシミュレーションを行った．この結果，
図(b)に示すナノ構造の Λbdy の収束過程のように，いずれの場合もほとんど同一の解に収束する
ことが分かった．また，いずれの場合も 5,000 回以内の構造作成によって収束することが明らか
になった．このことから，開発した焼きなまし法が，ナノ構造化シリコン薄膜の最適構造の予測
のために有効であることが分かった． 
また比較のため，25 個の格子によって表現可能なすべてのナノ構造(225=33,554,432 通り)の熱

伝導率を力任せ探索によって求めた．この結果を図(c)に示す．ここで，各構造の Λbdy だけでは
なく有効断面積 Aeffも同時に示している．さらにこの結果を用いて，焼きなまし法による探索と
力任せ探索との比較を行った．図(d)に示す通り，力任せ法によって得られた確実な最適化構造
を，焼きなまし法はほとんど正確に予測した．力任せ法に比べて焼きなまし法の探索数は 1/1000
以下であることから，シリコン薄膜の構造最適化において，焼きなまし法の有効性を明らかにし
た． 
さらに，焼きなまし法におけるパラメータが最適構造の予測へ与える影響を検証した．特に，

上述の不利な構造を採用する確率は，温度と呼ばれるパラメータによって決定されるため，その
影響に焦点を当てた．ここで，温度が高いほど不利な構造であっても採用する確率が高い．一般
に焼きなまし法では温度を徐々に低下させることで，構造を収束させる．その温度変化について
の検証を行った結果，最適化の序盤は温度を急激に下げ，ある程度構造が絞られてから温度の変
化を緩やかにする手法が有効であることが明らかになった．また，こうした傾向は，格子数がよ
り多い薄膜構造においても同様に成り立つことがわかった．このことから，より大規模な構造に
おいても同様のアプローチが有効であることが示唆された． 
以上のように，本研究では，これまで行われていなかった熱電変換材料の構造最適化の枠組み

自体の構築を行った．これまでの研究では，孔径，膜厚，狭窄長などといった，一部の構造特徴
量の変化に対するナノ構造化薄膜の熱伝導率の応答を解析する，限定的な研究であったため，本
研究成果は高いインパクトを持つと考える．また，本研究では特に熱電変換材料としてのナノ構



造化薄膜の最適化の解析を重点的に行ったが，開発した手法は熱レンズなどの他の目的への発
展だけではなく，ナノ多結晶体や埋め込みナノ結晶など，他のナノ構造の最適化解析への応用も
可能である．また固体熱伝導に限らず，流路の最適化など，まったく異なる系への波及効果も望
める． 
 

 
図 (a)焼きなまし法によって最適化を行う薄膜ナノ構造の模式図．(b) 焼きなまし法を用いて構
造を最適化していく過程の Λbdy，5 つの独立した計算を表示．(c)力任せ法によって全探索した，
すべてのパターンのナノ構造化薄膜の有効断面積 Aeffと Λbdyの関係． (d)力任せ法と焼きなまし
法の比較． 
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